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取扱説明書 


保証書別添付 


ご使用の前に必ずお読みください。 


ヤマ八製品をお買い上げいただをまして、まことにありび 
とラございます。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支 
障なくお使いいただくために、ご使巧前にこの取扱説 
明書と保証書をよくお読みください。 

お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管し、必 
要に応じてご利用ください。 

■ 保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を必ず 
確かめ、販売店からお受け取0ください。 
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安全上のごま意 

ご使用の前に、おずこの「ま全上のごミ主意」を 
よくお読みください。 


ここに示した注意事項は、製品をま全に正しくご使用いた 
ださ、お客様や他の方々へのを害や財産への損害を未然に 
防止ずるためのちのでず。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでも見られる 
所に必ず保管してください。 


■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよ 
ラな意味びあります。 


A \^ 

「ご注意ください」というま意喚桓を示しまず。 


「〜しないでくださし、」といラ r 禁止」を示しまず。 

〇を 

r 必ず実行してください」という強制を示しまず。 


■ 「警告」と「注意」について 


UTR 誤った取0扱いをすると生じることび想定される巧 
容を、ち害や損害の大きさと切迫の程度を明示するた奴 
に、「警告」と「ミち意」に区分して掲載しています。 


A 1 

酵告 

この表示の欄は、「巧じする 

可能性または重傷を負5巧 
能性び想定される」内容です。 


A ミ主意 

この表示の欄は、「傷害を負 
ラ可能性または物的損害び 
発生ずる可酷断觸定ごれる」 
内容です。 


( A 警告 ） 


電源/電源 コード 

を 

フラグを巧く 

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを コ 
ンセントか 5 巧く。 

• 異常なにおいや音がする。 • 異常に高温になる。 
•内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


電源 コー ドを傷つけない。 

• 重いちのを上に載だない。 

•ステープルで止めない。•加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線びむさ出しのまま使用すると、火ぶや感電の原因にな 
0 ます。 

〇 

必ず AC100V (日 0/60HZ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政がの電源電圧で使用すると、火ぶや感電の原因にな 
0 ます。 

がず実行 


分解禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼<ださい。 

分解禁止 


snis 
巧 置 

懸) 

水めれ禁止 

本機を下記の場巧には設置しない。 

• ミ 谷室*台所*海岸*水辺 
• 加;’面器を過度に定かせた部屋 
•雨や 雪、 水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 



巧熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ 巧やテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーぺットの上には設置しない。 

• 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこわり、火災の原因になります。 

〇 

がず実行 

スピーカーケープルは必ず壁などに固定ずる。 

ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーび落下や転倒 
し、故障やけびの原因となります。 

使用上のミ主意 

S ) 

本機の通風孔やヴプウーファーのポート(ち側面開口 
部）等にちのを入れたり、落としたりしない。 

火がや感電の原因にな 0 ます。 

〇 

おず実行 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、おず版 
売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になりまず。 

® 

雷が鳴りはじめた5、電源プラグには軸れない。 

感電の原因になります。 

接軸禁止 


本機の上には、巧瓶.植木鉢•コップ.化粧品. 
fX A 薬品. □ウソクなどを置かない。 

\ v 水や異物び中に入ると、火がや感電の原因になります。 

接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因に 
^ なります。 

手入れ 


〇 電源プラグのゴ S やほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショート 
して火災や感電の原因にな0ます。 

必ず実行 
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〔么ま局 ) 


電源/電源コード 

を 

プラグを 巧 < 

長期間使巧しないとをは、必ず電源プラグをコンセン 
卜から巧 <。 

火がや感電の原因になります。 

めれ手禁止 

めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

1感電の原因になります。 


電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ 6 
ない。 

コードが傷つさ、火がや感電の原因になります。 

〇 

がず実行 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し込 
む。 

差し込みが不充分のまま使巧すると感電した0、プラグに 
ほこ0び堆積して発熱や火がの原因になります。 


X —^ 電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセン 
pv 1卜は使巧しない。 

V V 感電や発熱および火がの原因になります。 


巧置 


Q 

禁止 

不を定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

〇 

禁止 

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変形したり内部回路に悪影響び生じて、 

火災の原因になります。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

1 ほこ0の堆積によりショートして、火がや感電の原因にな 
V ります。 


移動 


手入れ 

フラグを巧く 

移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべての接 
続をがず。 

接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 

コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

〇 

おず実行 

手入れをずるときには、必ず電源プラグを抜く。 

感電の原因になります。 


持ち運ぶとさにはポート（ち側面開口部）に手をかけ 
ない。 

ポートがはずれたり、本機を落としたりして、けがの原因 
となることびあります。 

S) 

薬物厳禁 

ベンジン- シンナー • 合成ミ先剤等でが装をふかない。 
また接点復ミ舌剤を使巧しない。 

外装が傷んだり、部品が溶辭することびあ0ます。 


使用上の注意 


〇 

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量 
(ボリューム)を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

おず実行 


S) 

音が重んだ:!犬態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 

S) 

ポート（ち側面開口部）には手を入れない。 

感電やけびの原因となることがあります。 


ポート(ち側面開口部)のそばには割れやすいものなど 
を置かない。 

ポートからの空気圧により倒れたり落ちたりして、けびの 
原因となることびあります。 


本機に乗ったり、寄りかかったりしない。 

転倒■落下したり破損した0して、けびの原因となること 
びおります。 

A 

ミ 主意 

接続ずる場合は、各機器の取扱説明書をよ<読み、ア 
ンプの電源を切り、説明に従って接続してください。 


/V 年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼くださ 

/K ぃ 

/ • \ほこりびたまったまま使巧を続けると、火災や故障の原因 

となることびあります。 


S 本体前面の鏡面塗装部の表面に金属、陶器、その他固 
いちのを当てない。 

表面にひびび入ったり、はびれたりする場合があります。 


■ お手入れのしかた 

鏡面塗装部を美しく保つため、柔らかい巧などで軽く乾おさをして 
ください。水気のあるをのやアルコール、ベンジン、シンナー、殺 
虫剤などをかけたり、化学ぞラをんで拭いたり、ビニール系のシー 
卜などを載せないよラにしてください。色びはげたり貼り付いたり 
する場合びあります。 

ヤマ A ユニコンク□ス（別売）のご使用をおすすめします。巧れび 
ひどい時はヤマ从ピアノユニコン（別売）をご使用ください。 
ヤマ八ユニコンク□スおよびヤマノ V ピアノユニコンは、お近くのヤ 
マ八特約店にてご購入いただけます。 


3 Ja 






























本機ででまること 


本機の置をかた 


•アドバンスド-ヤマ八-アクティブ- ヴ ーボ-テクノ 
□ジー n を搭載し、豊かな重低音を再生 
• 2 種類の入力端子で接続可能 

本機はアンプのサブウーファー出力端子、またはス 
ピーカー出力端モのどち5にでち接続び可能なので、 
組み合わせるオーディオシステムを選びません。 

• 各種設定により常に最良の重低音を再生 

H に H CUT ツマ S と位相スイッチの設定により、本機 
と組みをわせて使用するスピーカーの間の音質バラン 
スを適切に保ち、自然な音のつなび0を確保すること 
びでさます。 


• 本機の電源を自動でオン/スタンバイ 

才ートスタンバイ/感度スイッチの設定により、電源 
のアンプか5信号び出ているかいないかを判別し、自 
動で電源のオン/スタンバイを切り替えます。電源ス 
イッチを押す手間び省けます。 

• ヤマ八製品とシステム接続ずると電源オン*オフの連 
動が可能 

システム接続端テを装備したヤマ八製品とシステム接 
続ケーブルでつなぐと、接続機器の電源オン-オフに 
連動して本機の電源わオン-オフします。 

• ソースに適した低音を再生 

ソースのタイプに適した低音再生を選択でさる 
B . A . S . S . モードスイッチを装備しています。 

• スムーズな重低音を再生ずる U ニアポート搭載 

ヤマ八独自のポート形状を採用し、本来の入力信号に 
含まれない不要なノイズを最小限に抑えまず。 


付属品の巧認 


付属品びすべてそろっているか、確認してくださし、。 



ピン ケサ马 r 品■巧 本） シス説接煎)ブル 


音楽信号の超低音成分は、波長び長いため、人間のちではあまり方向感覚びなく、無指向性に近い特性になります。 
したびって超低音域ではステレオ感ちなくなるため、サブウーファーび1台でち超低音再生の効果を得られます。フ□ン 
トスピーカーと同じよラに 、 L ■ R 2台設置することにより、さ5に豊かな音場再生び巧能にな0ます。 

♦ 本機は防磁設計となっていまずが、万ーブラウン管タイプのテレビの近くでご使用になり色ムラや雑音などが生じた時は、テレビと本 
機の距離を離してご使用 < ださい。 

♦大音量で聴くと、家具や窓ガラスが共振したり、サブウーファー自体がビリついたりずることがあります。このよラな場合は、かし音 
量を下げてご使用ください。共振防止には、吸音効果の高い厚手のカーテンなどのご使巧をおすずめします。また、設置位置を変えて 
みると、共振が起こりにくくなることもありまず。 


_セッテイング時の向きについて 

図图または図回のよラに置くと効果的です。 


□:ヴプウーファー □:フ□ントスピーカー 



サブウーファー 1 台の場合 

フ□ントス ピーカーの 左ちど 
ちらかの外側に設置します。 



サブウーファー2台の場合 

左ちフ□ントスピーカーのそ 
れぞれ外側に設置します。 


図回のよラに正面に向けてセッティングすると、壁で反 
射した音びスピーカーか5出てさた音とぶつかり、打ち消 
し合ってしまい聞こえにくいことびあります。これは部屋 
の中にでさる定在波の影響です。これを避けるためには、 
斜めにセットすると効果的です。（図囲，回） 


わお就 

定在放の影響でお音が聞こえに<いこ 
とがあります。 


□ n □ 



4 Ja 





















各部の名荷 i とはた 6 を 




背面 


〇インジケーター 

点丹（緑）： 本体びオンの状態 

点打（，赤）： オートスタンバイ機能びはたらいて、 
スタンバイになっている状態 
消け： 本体びオフの状態 


0 ポート 

超低音域を出力します。 

〇出力 （ スピーカーへ）端子（が色ぺージ） 

メインスピーカーを接続する端テです。入力1 ( ア 
ンプより）端子に入力された信号をそのまま出力し 
ます。 

〇入力2 NORMAL 端子（が色ぺージ） 

アンプのサブウーファー端子またはアンプのライン 
出力端モ (PRE 日 UT など）か5の信号を入力する端 
子です。 

©入力3 LFE 端子（が6ぺージ） 

ここから入力した信号には、八イカット周波数ツマ 
ミの の効果はかかりません。 

〇システム接続端子（が8ページ） 

システム接続ケーブルを接続する端子です。システ 
ム接続端子を装備したヤマノ V 製品と本機をシステム 
接続ケーブルでつなぐと接続機器の電源オン-オフ 
に連動して、本機の電源ちオン•オフします。 

0入力1(アンプより）端子（が7ページ） 

アンプのスピーカー出力の信号を入力する端テです。 


© 才ートスタンバイ/感度スイッチ（が8ぺージ) 

オートスタンバイ機能の入/切および感度を切り替 
えます。オートスタンバイ機能を使用する場合は、 
「低」または「高」にします。 

オートスタンバイ機能を使巧しないときは、スイッ 
チを「切」のままにします。 

スタンバイ/感度スイッチを切り曾えるとをは、必 
ずま電源スイッチを「切」にしてから行ってください。 

©位相スイッチ（が9ぺージ） 

通常は「逆」側に設定しますび、組み合わせるス 
ピーカーや設置場所によっては、「正」側の方びより 
良好な低音域を再生する場合びあります。試聴を繰 
り返して、最ち好ましい低音域再生になる方を選ん 
で < ださし、。 

⑩ B . A . S . S . モー ド スイッチ（が9ぺ ージ） 

再生ずるソースによってお 
好みの低域特性を選択しま 
す。 「 MUS に」モードは音 
楽ソースを聴くとさに、 

「 MOVIE 」 モードは映画な 
ど、迫力のある音を楽しむ 
ときに選びます。 

の hMGHCUT 周波数ッマミ 

カッ トする高域の周波数を 
調節するツマ S です。組み 
合わせる スピーカー や好み 
に合わせて調節します。 

0 volJme ッマミ 

本機の音量を調節するツマミです。ちに回すと大を 
くなり、左に回すとルさくなります。 

0ま電源スイッチ 

通常は「入」の状態で使用してください。長時間使 
用しない場合は「切」にしてください。 


MOVIE MUSIC MOVIE MUSIC 

m U 


(が 9 ぺ ージ） 
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巧続のしかた 


接続のしかたには巧の2とおりびあります。 

田アンプにサブウーファー出力端子がある場合（が本ぺージ) 
回アンプにサブウーファー出力端子びない場合（が7ぺージ) 


尉 

♦ すべての接続が完了ずるまで、電源コードをコンセントに接続しないで<ださい。 

♦ 接続ずる機器 （ アンスレシーバーなど）によっては接続方法や端子名が本書の説明と異なることが 
ありまずので、それぞれの機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

♦端子の左、ち（し R ) や極性（+、一）を確認して接続してください。極性を間違えて接続した場 
合、不自然な再生音になるばかりでなく、故障の原因となりますのでを意してください。 


のアンプにサブウーファー出力端子がある場合 


eg 尉 

本機の入力2「左/モノ」端子および「ち」端子に入力した信号は出力（スピーカーへ）端子か日は出力されません。 


本機を1台使用する場合の接続例 

付属のサブウーファー用ピンケープルのまたは市販のステレオピンケーブル②を 
使って接続します。 

♦付属のサブウーファー巧ピンケーブル①を、アンプのサブウーファー出力端テと本 
機背面の入力2「左/モノ」端テに接続します。 


または 

♦アンプのサブウーファー出力端子び2チャンネル （L/R) の場をは、市販のステレ 
オピンケーブル®を使い、アンプの L 端子と本機の入力2「左/モノ」端子を、ア 
ンプの R 端子と本機の入力2「ち」端子を接続します。 


本機 





口。…止^— LP で*:^ 

E/ モノし 'S 




术®' 

e=m|[[[|^iiiiiiiia^ 、 
@ 


® サブウーファー用 
ピンケープル（付属） 


SPLIT SUBWOOFER 

禱- 



@ 


©ステレオ 
ピンケーブル 


本機を2台使用ずる場合の接続例 



入力3 LFE 端子を接続ずる場合 

使用しているアンプ（またはレシーバーなど）び、サブ 
ウーファー出力用に、信号の高域周波数をカットする機能 
を備えている場合は、入力3 LFE 側に接続してくださし、。 

本機の H に H CUT 回路びパスされて、信号系統び短くな 
り、 より優れた音質び得5れます。アンプのサブウー 
ファー端子び1チャンネルの場合は、入力3 LFE の左端子 
のみ接続してください。ち端子へ接続しなくても使用でを 
ます。 
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回アンプにサブウーファー出力端子がない場合 


■アンプにスピーカー出力端子び1巧統だけの場合 

スピーカーケーブルを使用して、アンプのスピーカー出力端子と本機の入力](アンプよ 
0) 端子を接続します。フ□ントスピーカーは本機の出力（スピーカーへ）端子に接続し 
まず。フ□ントスピーカーは本機を経由しての接続とな0ますび、音量や音質に影響を与 
えることはありません。 



本機を2台使用ずる場合 



■ アンプにスピーカー出力端子が吕系統 （ A と B ) あり、同時出力ができる場台 

アンプ側でスピーカー出力端子2系統 （ A と巨）から同時出力するよラに設定します。フ□ントス 
ピーカーを A に、本機を巨に接続します。 

尉 

アンプのスピーカー出力端子が2系統あっても、2系統か5同時出力でさない場合は、スピーカー出力端 
テが1系統の接続例（上図）を参照してください。 


入力！/出力端子へのスピーカーケーブルのつなぎかた 


■ 接続する前に 

スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）をよじりなび6 
1 0 mm く 5し'!弓 I き巧を、お線びノてラけてシヨートしないよ5 
にします。 



■ 接続手順 

1 . 図のよ5に、端子を左に回してゆるめます。 

2 . スピーカーケーブルをスピーカー端子の巧に差し込みます。 

3. 端子をちに回して締めつけます。 

4. スピーカーケーブルを軽く引っ張 D 、 確実に接続されてい 
るか確認します。 


ホ：+端于 




• スピーカーケーブルはプラス （+ ) とマイナス（一）を間違えないよラに接続してください。 

• スピーカーケーブルはプラス （+ ) とマイナス（一）がショート（接觸）しないよラに、しっかりと 
差し込んで<ださい。しっかり差し込まれていないと、音がでなかったり、雑音が出たり、スピー 
カーをいためる原因となりまず。 

• スピーカーケーブルは芯線部分だけを端子の巧に接続しまず。ケーブルの絶縁部（被覆）まで差し込 
むと音は出ません。 

• スピーカーケーブルは手や足に引っかけないよラ、壁やななどに固定してください。 
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_ システム接続について_ 

システム接続端子を装備したヤマ八製品（ヤマ八デジタルサウンドプ□ジェクター：丫 SP 
シ U —ズなど）と本機を、付属のシステム接続ケーブルでつなぐと接続機器の電源オン- 
オフに連動して、 本機の電源ちオン•オフします。 

接続例 



システム接続のはたらき_ 

システム接続した機器の電源びオンになると、自動的に本機びオンになります。 

* インジケーター（緑）が点丹しまず。 



システム接続した機器の電源びオフになると、自動的に本機の電源びオフになります。 

* インジケーターび消巧しまず。 

:ぶ '-ヒント 

•本機のま電源スイッチがあらかじめ「入」に設定されている時のみ働さまず。 

• システム接続による電源オン/オフのほラがオートスタンバイ機能よりも優先されます。 

• 接続した機器の設定を変更ずる必要があるときは、接続した機器の取扱説明書をお読みください。 


_電源プラグの接続_ 

電源プラグの接続は、本機とその他の機器の接続がずベて完了してか 5 巧いまず。 

電源プラグは AC 100 V. 已日/目日 Hz の家庭用コンセント 
に接続してください。 

接続するときの電源プラグの向き（極性）によって音び変わ 
ることびあります。お好みの向さで接続してください。 


已 0/ 巨 OHz 
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オートスタンバイ機能 


オートスタンバイ機能は、使用中にアンプか5の信号びなくなると自動的に本機をスタン 
バイ状態にし、再びアンプからの信号を検出すると自動的に本機をオンにする機能です。 

才ートスタンバイ機能は、才ートスタンバイ/感度スイッチび「低」または「高」の位置 
のとき、下記のよラにはた5走ます。（通常は「低」の位置にします。） 

オートスタンバイ機能のはた6さ 

アンプからの入力信号 *1 びないが態び7〜8分* 2 続くと、自動的に本機びスタンバイ 
状態になります。* インジケーターび緑か 5 赤に変わりまず。 



アンプからの入力信号 *1 を受けると、自動的に本機びオンになります。 

* インジケーターびホか6緑に変わりまず。 

オートスタンバイ機能び感知でをる入力信号は、200 HzUTF の低音成分（アクション映画の爆発 
音、ベース、バスドラムの音など）でず。 

使用する環境によっては、周辺機器からのノイズなどの影響を受け、切り替わるまでの時間び変動 
することびあ0ます。 

ごぶニヒント 

オートスタンバイ機能は主電源スイッチが「入」のときに機能します。 


オートスタンバイ/感度スイッチの切り替え 


オートスタンバイ/感度スイッチを切り替えるとをは、必ず主電源スイッチを「切」にしてから行って 
<ださい。 

r ほ」： 才ートスタンバイ機能は、ある一定レベルの信号の有無により動作します。通常、 
才ートスタンバイ/感度スイッチは「低」の位置で使用します。 

「高」： 電源の入/切び切り替わりにくい場合は、「副に設定します。 r 高」にしても改善 
されない場合は、アンプ側の低音域出カレベル (LFE LEVEL) をかし上げます。 

「切」 ：使用する環境によっては周辺機器か5ノイズなどの影響を受け、オートスタンバイ 
機能びアンプからの入力信号を感知しなくてち機能することびあります。そのよラ 
なとさは、才ートスタンバイ/感度スイッチを「切」にして、ま電源スイッチで才 
ン/オフを切り誓えてください。 


♦ 本機がオートスタンバイの状態でち本機はまだ通電状態にあり、微量の電力を使用しています。 
♦長期間本機を使用しない場合は、本機背面の主電源を「切」にするか、または電源プラグをコンセ 
ントから巧いてください。 




































音■バランスの調節 


4- 低音を含んでいるソースを再生し、フ□ントスピー 
力一の音量をアンプで調節します。 

通常お聴きになる音量にしまず。 

( I-ーンコント□ールなどは、一旦フラットにしてく 
ださい。） 

ち- HGH CUT ツマミで、カットする周波数を調節します。 
フ□ントスピーカーの最低再生周波数 （ 再生巧能な最 
わ低い周波数）のやや高めに合わせてください。 

* フ□ントスピーカーの最低再生周波数は、そのス 
ピーカーの取扱説明書で調べてください。 

* 入力3 LFE 端モか日入力した信号には、八イカット 
周波数ツマ S の効果はかかりません（が目ぺージ） 

6 . 本機の音量 (VOLUME) を徐々に上げていを、フ□ント 
スピーカーとの音量バランスをと0ます。本機びない 
とさよ0も若干低音び聴こえるく5いにします。 

7- 自然な（好みの）位相となるよラに本機背面の位相ス 
イッチを切り替えます。 

8 . 再生するソースにをわせて映画 「M 日 VIE」 か 
音楽 「MUS に」に設定します。 

MOVIE : 

映画等のソースにて、より迫力のある再生音を楽し 
むために効果音を捕強する機能です。（よ0厚く深 
い音にな0ます。） 


位相スイッチについて 

位相スイッチは、フ□ントスピーカーに対して、本 
機を正相（正）につなぐか逆相（逆）につなぐかを切り 
誓えるスイッチです。 

切0誓えることによって、音の雰囲気び変わること 
びあります。あくまでち聴感的ですび、正相でつな 
ぐか逆相につなぐかによって、低音ばかりでなく、 

全帯域にわたって音のおびりやしま0び変化し、音 
場感に影響を与えます。フ□ントスピーカーの種類 
(密閉型かバスレフ型）や設置状況によって音のおび 
りやしま0びそれぞれ異なりますので、セッティン 
グの隙に、正相/逆相の両方を試聴してみて最わ自 
然な再生音になる方を選んで < ださし、。 


アンプの卜ーンコントレ ( BASS . TREBLE など）やイコライ 
ザーを最大にして大出力でご使用になったり、市販のテストディス 
クなどに入っている20 Hz 〜已0 Hz のサイン渡や特殊な音 （ 電子 
楽器、レコードプレーヤーの針先のショック音、低音が異常に強調 
された音など）を連続して大出力で入力することは、スピーカーの 
破損の原因となりますので絶対に行わないでください。また、低音 
が異常に強調された特殊なディスクでは、本来の音攻夕りこ異音が発 
生する場合びあります。これは、スピーカーユニット自身の限界を 
越えた"バタ付を"現象で故障ではありません。そのよラなとき 
は、音量を下げてご使用<ださい。 


1 • 本機の音量 (VOLUME) を最小（日）にします。 

2 . 先に各接続機器の電源をオンにします。 

システム接続をしているとさは、接続した機器の電源 
をオンにして < ださい。 

3- 次に本機の主電源スイッチを「入」にして本機をオン 
にします。 

* インジケーターび緑色に点灯します。 


MUSIC : 

通常の音楽ソースにて、不必要な低音域をカットし、 
よ0クリアな音質を楽しむための機能です。（軽や 
かで、よ〇メ□ディーラインびくっきりとした音に 
な0ます。） 

ぶニヒント 

一度バランス調節をした後は、アンプ側の音量調節だけで、全体の 
音量調節ができまず。ただし、フ□ントスピーカーをかえた場合は、 
ちラー度この調節を行ってください。 


効果的な低音域再生をずるためには、組み合わせるスピー 
カー（フ□ント）と本機の音び自然につなびるよラに音量 
バランスを調節する必要があ0ます。下記の手順に従って 
調節してください。 


/ \ 


1™ 位相— 

rB . A . S . S.-i 

正逆 

MOVIE 

"us に 

ii 

丄 

i 

: 



9 Ja 































本機の周波数特性と調整例 


カットする周波数、音量、位相の調節は、組み合わせるス 
ピーカーや設置状態、 U スニングポジション、再生する 
ソース、音量バランスなどの条件によって異なりまず。下 
記は、口径1日〜]3 cm または2日〜2已 cm のスピー 
カーシステムと本機を組み合わせた場合の総合周波数特 
性、そしてそのとさの各ツマ S の調節位置の一例でず。ス 
ピーカーシステムの低域特性は、□径の大ささし:!外の要素 
によってち異な0ますので、あくまでも参考としてお手持 
ちのスピーカーシステムとの調節を行ってください。 



■ 口径10〜 13 cm スピーカー （2 ウェイ型）との 
組み台わせ例 （HIGH CUT 70 Hz に設定） 



■ □径20〜吕日巳 m スピーカー （吕ウェイ型）との 
組み台わせ例 （ H に H CUT 50 Hz に設定） 



(已〇 Hz) 


(位相） 

正逆 

0 0 


從) 



200 500Hz 


周浪数特性イメージ* 


実際の周波数特性を厳密に表したをのではありません。 


アドバンスド ヤ 7A 

ADVANCED YAMAHA 

アクティブ サーポ テクノロジー 

ACTIVE SERVO TECHNOLOGY D 


1 曰 88 年、ヤマノ Vは3ち自の YST (丫 amaha Active Servo 
Technology) 方式により良質でパワフルな低音域の再生 
を可能にするスピーカーシステムを世に送り出しました。 
この方式はアンプとスピーカーをダイレクトに近い状態で 
電気的に接続することでアンプの動作を正確にスピーカー 
に伝え、かつスピーカーの動作をコント□ールでさます。 
この技術は、アンプの負性駆動によ0コント□—ルされた 
スピーカーユニット、そしてスピーカーキャビネットの容 
積とポートとの間で起こる空気共振を利用したわので、通 
常のバスレフ方式のスピーカーユニットよりも大きな共振 
エネルギー（エアウーファー）を生じさせるため、従来か 
さなキャビネットでは再生でさなかったよラな低音び再生 
可能にな0ました。 

ヤマ八び新たに開発した Advanced YST n は、従来の 
丫 ST に数々の改良を加え、アンプとスピーカーの駆動を 
より理想的にコント□ールするものです。アンプ側か5見 
たスピーカーのインピーダンスは、周波数に応じて複雑に 
変動します。そこで、従来の負性駆動に定電流駆動を併用 
する新設計回路を開発しました。この回路の採用により、 
従来の Advanced 丫 ST にくらべ動作びより安定し、還り 
のないク U アな低音再生が可能にな0ました。 



( 耳には聴こえない）超巧域の小}辰幅 
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巧障かなとおった 6 


本磯び正常に機能しない場含は、下記の表に従ってチェックしてください。表に記載され 
ていない場合、あるいは問題び解決しない場合は、電源プラグを损いて、お買い上げの販 
売店またはサービス拠点にご相談ください。 


どんな状態でずか 

ここをチェック 
してぐださい 

こラずれば 0 K でず 

主電源スイッチを「入」 
にしてを本機の電源び 
入らない。 

電源プラグの接続び不完全。 

電源プラグをコンセントに 
しっかり差し込みなおしてください。 

システム接続している 
とを自動的にパワー- 
オンしない。 

システム接続ケープルが正し <接続 
されていない、または接続び不完全。 

システム接続ケーブルを正しく接続 
してください。 

主電源スイッチび「切」になって 
いる。 

主電源スイッチを「入」にしてくだ 
さい。 

音が出ない。 

本機の VOLUME び最ル （0) に 
なっている。 

VOLUME をちに回して音量を上ば 
て < ださい。 

接続び正しくされていない。 

または接続び不完全。 

接続を確認してくださレ。 

な冒び出ない、または 
かさい。 

接続び正しくされていない。 

または接続び不完全。 

接続を確認してくださレ。 

フェーズ （ 位相）極性の選択び適切 
でない。 

位相スイッチで極性を切り換えてく 
ださい。 

低音域びかないソースを再生 
している。 

ほ音域び入っているソースを再生し 
て < ださい。 

または、 H に H CUT ツマミをちに 
回して設定値を上げてください。 

定在波の影響を受けている。 

本機の設置位置を変えてみてくださ 
い。 

アンフ側の設定によ0ほ音域の入力 
信号びおい 

アンフ側の設定を変更する。 

ソースの再生び始まつ 
てを自動的に電源び入 
日ない。 

主電源スイッチび「切」になって 
いる。 

主電源スイッチを「入」にしてくだ 
さい。 

オートスタンバイ/感度スイッチび 
「切」になっている。 

オートスタンバイ/感度スイッチを 
「低」または「高」にしてください。 

アンプからの入力信号びルさすざる。 

オートスタンバイ/感度スイッチを 
「高」にして、アンプからの出カレ 
ベルを上げてください。 

アンプ側の設定によ0低音域の入力 
信号びおい。 

アンプ側の設定を変更する。 


どんな状態でずか 

ここをチェック 
してぐださい 

こラずれば 0 K でず 

ソースの再生び終わっ 
ても自動的にスタンバ 
イ状態にならない。 

周辺機器からのノイズの影響を受け 
てレる。 

サブウーファーを周辺機器から離し 
て設置するか、スピーカーケープル 
を置く位置を変えてみてください。 
オートスタンノ（イ/感度スイッチを 
「低」または「高」にしてください。 

オートスタンパイ/感度スイッチび 
「切」になっている。 

オートスタンノ（イ/感度スイッチを 
「低」または「高」にしてください。 

オートスタンバイ機能 
び突然はたらを自動的 
にスタンバイ状態に 
なってしまラ。 

アンフからの入力信号びルさすざる。 

オートスタンノ くイ/感度スイッチを 
「高」にして、アンフからの出カレ 
ベルを上げて < ださい。 

オートスタンバイ機能 
び突然はたらを自動的 
に電源び入ってしまラ。 

周辺機器からのノイズの影響を受け 
てし'!る。 

サブウーファーを周进機器から離し 
て設置するか、スピーカーケープル 
を置く位置を変えてみてください。 
オートスタンノ（イ/感度スイッチび 
「高」になっている場含は「低」に 
してください。またはオートスタン 
バイ/感度スイッチを「切」にして 
みて < ださい。 

ポートの中に物び入っ 
てしまった。 

故障の原因となるので無理に 
物を取らない。 

販売店またはサービス拠点にご相談 
<ださい。 


仕様 


型式 . アドバンスド•ヤマ A •アクティブ•サーボ•テクノ □ジー方式 

スピーカーユニット .25cm コーン防磁型 

アンプ出力 （lOOHz、 已 n、 100 /oTHD). 2巳 OW 

再生周波数帯域 . 2日 Hz 〜160 Hz 

電源/電圧 . AC 100 V . 巳 0/60 HZ 

消費電力 . 100 W 

待機時消費電力 .O.SWUTF 

寸ミち（巾畐 ）x( 高さ） x( 奧ミ5さ） . 38曰 mm X 3巨扫 mm x 420 mm 

質量 .18.5 kg 


仕様およびが観は改良のため予告な<変更することびあります。 


音楽を楽しむエチケット 

Ifi^l 楽しい音楽ち)時と場所によっては大変気になるもの 
です。隣近所への配慮を十分にしましょう。静かな 
夜間には小さな音でちよく通り、特に低音は床や壁 
などを伝わりやすく、思わめところに迷惑をかけて 
しまいます。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホン 
をご使用になるのち一つのち法です。音楽はみんなで楽しむわ 
の、お互いにむを配り快適な生活環境を守りましよラ。 


本機はし1に C 目10日日-3-2」適合品です。 

J 倍 C 目1日日日- 3-2 適合品とは、日本工業 
規格「電礎両立性一第 3-2 部：限度値一高 
調波電流発生限度値 （1 相当た0の入力電 
流が2日 A iU 下の機器)」に基づさ、商用電 
力系統の高調波環境目標レベルに適合して 
設計-製造した製品です。 
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お巧い合わせ窓 □ 

ヤマ八 AV 製品の傑能や取0巧いに関するお巧い合わせ 

■ヤマノ V お客様コ S ュニケーシヨンセンター 
オーディオ-ビジュアル機器ご相談窓 □ 

(全国巧お） 醫 0570-01 1-808 

全国どこか6でも市内通話料金でご利用いただけまず。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か5は下記香号におかけください。 

TEL (0 已 3) 460-3409 

干 430-86 已〇静岡県お松市中区中ミ尺町 1 0-1 

受付：月〜を曜日 ] 日;日日〜18:0日±曜日 ] 日:日日〜17:日日 
(日曜、祝日およびセンター指定の化曰を陳く） 

■ ヤマノ\オーディオ&ビジュアルヴポートページ 

お客様か6寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、 

ご参考にしてください。 

http://www.yamaha.co.jp/product/av/support/ 

ヤマ八 AV 製品の修理、ヴービスパーツに関するお PS 
いさわせ 

■ ヤマ八修理ごホ目談センター 

(を国な通） 综0570 -012-808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か6は下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4巨 0-4 扫30 FAX (0 曰 3) 463-11 吕7 

受付：月〜金曜曰 9:00-18:00 ±曜曰目:日日〜17:0曰 
(日曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除く） 

修理品お持ち込み•巧 口 

受付：ち〜金曜日9:00〜17:4己 

(±曜、曰曜、祝曰およびセンター指定の化曰を除く） 

北海道 〒日 64-8 已43札幌市中央区南1日条西1 T 目1 -50 
ヤマノ Vセンター内 
FAX {011)512-6109 

首都圏 〒1 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目1 - 1 
京浜トラックターミナル巧14号棟 A- 巳 F 
FAX (03) 己7巨吕 -21 吕已 

名古屋 干4巳4-日日己8名ち屋市中りI区玉リ|町吕 T 目 1-2 
ヤマ A (株)名ち屋倉庫 3F 
FAX (052)652-0043 
大阪 〒日64-日〇日2吹田市に芝町1 0-28 

オークミエ坂ビルディング 2F 
FAX {06)633 曰-己己3己 

九州 〒81吕-日已08福岡市博多区博多駅前吕 T 目1 1-4 

FAX (0 目 2)472-2] 37 

* ち称、住所、輩話番号、 URL などは変更になる塌含びあります。 


巧証とアフターサービス 

サービスのご依頼、お問い含わせは、お買い上げ店、またはヤマ八修理ご相談センターにご連絡ください。 


♦ 保証期間 

お買い上げ日から]年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

♦ お話期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有 
料にて修理いたしまず。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料盡でず。 

技術者の人件費、技術教育費、測を機器等設備費、 
一般管理費等び含まれていまず。 

部品げ 修理に使用した部品化金です。その他修理に付帯す 

る部材等を含む攝合ちあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場含の費用で 

す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最お保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年でず。 
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な 
部品でず。 

♦製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品のが態をできるだけ詳しく 
お知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせて 
お知らせ < ださい。 

《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してありま 
す。 

♦ スピーカーの修理 

スピーカーの 修理巧能範囲は スピーカーユニッ トなど振動系と 
電気部品です。尚、 f 屡理はスピーカーユニット交換となりまず 
ので、エージングの差による音色の違いび出る場合びありま 
す。 


♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月ととちに性能び劣化する摩耗部品(下記参照） 
び使用されています。摩耗部品の莫化の進行度合は使用環境や 
使用時間等によって大さく異なりまず。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗 
部品を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換はおずお買い上げ店、またはヤマノ \修理ご相談 
センターへご相談くださし、。 

摩转部品の一例 


ボリュームコント□ール、スイッチ-リレー類、接続端テ、ランフ、 
ベルト、ピンチ □- ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、を全にご使用いただくために AV 製品全般について記載 
しております。 


永年ご使用の製品の点巧を！ 


こんな症が^はありませんか？ 

I J • 電源コード-プラグび異常に熱い。 

V • ]ゲくさい臭いびする。 

• 電源コードに深いキスか変おびある。 
愛11点検 • 製晶に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しない。 

• その他の異常-故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜さ、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


わマ八株式含社 

干43日-8目日日おお市中区中ミ尺町1日-1 
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